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陸上自衛隊システム通信・サイバー学校総務部管理課 作成日 R6.4.17

１１０号館消防設備補修工事

工事件名 １１０号館消防設備補修工事 縮尺

仕様書番号：E6-29



特記事項 　

　使用材料は下記仕様の同等以上のものとする。

　

／2 5

陸上自衛隊システム通信・サイバー学校総務部管理課 作成日 R6.4.17

(11) 　発生材・資材等の搬入・搬出時は、既存施設に損傷を与えぬよう十分注意
して作業を行う。また、万一損傷を与えた場合は請負業者の責において復旧
すること。

工事件名 １１０号館消防設備補修工事 縮尺

種別 仕　様　書 図面番号

(10) 　発生材は発生材調書を作成し、売払い可能なものは監督官の示す場所に集
積すること。産業廃棄物の処理においては最終処分が確認できるもの（マニ
フェスト等）の写しを官側に工期内に提出すること。また、アスベスト等有
害物質の調査が必要な場合は請負業者の責任において実施すること。

(9) 　工事に必要な電気・水道は、原則として請負業者の負担により発電機及び
給水タンク等を設置する。

(8) 　工事写真は工事着工前、完成後、工事隠ぺいとなる箇所、材料搬入、主要
な工事段階の工事状況、その他監督官の指示により計測等を実施した箇所の
写真を撮影すること。また、工事完了後はすみやかに整理し提出する。

(7) 　仮設材料以外の材料はすべて新品とし、JIS規格等の適用品とする。これ
らの適用品以外の物については、監督官と協議する。

(6) 　請負業者は現場代理人を指名し、関係諸法令に従い本工事の工程管理、品
質管理及び施工に従事する者の技術上の指導監督を行うと共に、火災、盗
難、その他の災害の防止について十分注意を払う。また、工事現場において
は、常に整理整頓を行い、特に危険箇所の点検を行う等の事故防止に努める
こと。なお、工事災害等は請負業者が自らその責を負う。

(4) 　本工事実施に際し、本仕様書に明記なき事項についても施工上、当然処置
すべき事項は請負業者の負担において実施するものとする。

(5) 　現場の納まり及び取り合わせ等により軽微な変更の必要性が生じた場合は
監督官と協議し実施するものとする。

(3) 　本仕様書の記載事項に疑義を生じた場合は、すべて監督官と協議する。

(2) 　本仕様書及び図面に記載のない事項については、「公共建築工事標準仕様
書」及び「公共建築改修工事標準仕様書」（以下、標準仕様書等）による
他、関係諸基準による。

(3) 　本工事は消防法に基づき実施するものとし、消防署に対し必要となる
各種手続等は請負業者の責において処理すること。

(1) 　本仕様書は、陸上自衛隊久里浜駐屯地で実施する「１１０号館消防設備補
修工事」について、必要な事項を規定する。

(2) 　機器等の取付は基本ビス及びボルトを使用し、防水処理を行うこと。

 ４ 工 事 概 要 表示灯交換　22箇所 　 　 ア　放出表示灯　図番「４／４」のとおり。　22個

 ５ 一般事項 　 　 イ　退避銘板　図番「４／４」のとおり。　22枚

　消防設備工事

 ３ 工 期 契約締結日から令和６年９月３０日まで　　　　　　　　　　　　　　

 ２ 工 事 場 所 神奈川県横須賀市久比里２－１－１  ６

陸上自衛隊久里浜駐屯地 (1)

仕　様　書 (12) 　竣工検査合格後、施工上の欠陥によるものとみられる不具合等の発生
において請負業者はその責を１年間負うものとする。 １ 工 事 件 名 １１０号館消防設備補修工事
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※退避銘板の取付は屋外用粘着テープによるものとする。
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種　別

縮　尺１１０号館消防設備補修工事
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粉末消火設備を設けています。

の放送を行います。

放送の指示に従い室外へ退避し

て下さい。

こ　こ　に　は

消火剤を放出する前に退避指令
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認定証

粉末消火剤充満

危険・立入禁止 認

放出表示灯　S＝1/Non 退避銘板　S＝1/Non

（社）日本消火装置工業会認定品

電圧：ＤＣ２４Ｖ

消費電力：１．２Ｗ

材質：ＳＰＣＣ　t=1mm

光源：ＬＥＤ

防滴型

（社）日本消火装置工業会認定品

色：黄地黒文字

字体：丸ゴシック体

屋外設置用

材質：アルミ板　t=0.5mm以上

（ＫＰＤ－１同等品以上）（ニッタンＳＴ－Ｌ同等品以上）

／機器等詳細図

図　示

５５
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